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①．町民憲章を朗唱する大浦さん（左）

　　と佐々木さん

②．誓いの言葉を述べる後藤さん

③．川原さんによる飲酒運転撲滅の誓い

④．記念品を受け取る島津さん（左）と 

　　鑓水さん

⑤ .真剣な眼差しの新成人

新たな門出・輝く未来
平成31年足寄町成人式が１月13日に町民センターで行われました。

華やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人46人が出席し、

晴れやかな20歳の門出を祝いました。

　

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
、

大
浦
寛
貴
さ
ん

と
佐
々
木
舞
さ
ん

が
町

民
憲
章
を
朗
唱
し
た
後
、
安
久
津

勝
彦
町
長
が
「
平
成
最
後
と
い
う

大
き
な
節
目
に
新
成
人
と
な
ら
れ

た
皆
さ
ん
に
は
、
新
た
な
時
代
の

若
き
担
い
手
と
し
て
、
広
く
世
界

に
目
を
向
け
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
歩
み
自
ら
の
手
で
新
た
な

時
代
を
創
造
し
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
後

藤
駿
介
さ
ん

が
「
多
く
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
社
会
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
多
く
の
経
験
を
積

み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
成
長
し
て
い
き
た
い
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
川

原
晃
太
さ
ん

に
よ
る
飲
酒
運
転
撲
滅

の
誓
い
、
最
後
に
安
久
津
町
長
か

ら
鑓
水
祐
輔
さ
ん

と
島
津
怜
奈
さ
ん

に

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
旧
友
と
の
再
会
を
喜

び
な
が
ら
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、

写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
す
る
な
ど

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
開
催
さ
れ

た
祝
賀
会
（
実
行
委
員
会

主
催
）
は
、
緊
張
も
和
ら

ぎ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

に
は
中
学
・
高
校
時
代
の

恩
師
６
人
も
駆
け
付
け
、

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
と

の
再
会
に
会
話
を
弾
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
生
時
代
に
二
十
歳
の
自

分
に
宛
て
た
手
紙
の
返
却

や
ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

①②

④ ③

⑤

ハ
タ
チ
の
抱
負
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４月１日からごみの出し方が変わります！
　現在は全てのごみを本町にある「銀河クリーンセンター」で処理をしていますが、４月
１日からは「燃やすごみ」「燃やさないごみ」「危険ごみ」「有害ごみ」「粗大ごみ」を帯広
市にある十勝圏複合事務組合「くりりんセンター」で処理し「資源ごみ」は「銀河クリー
ンセンター」でリサイクル処理を行います。
　家庭でのごみの出し方が変わるものをご説明します。詳しくは、２月中に配布予定の「ご
みの出し方ガイド」をご覧ください。
詳　細　役場住民課住民生活担当☎２５－２１４１内線２２２

現在の分別

現在の分別 ４月からの分別

４月からの分別

燃やすごみ

燃やさないごみ

プラスチック製容器包装

生ごみ

金属類 新聞紙・雑誌 缶類

ダンボール 紙パック類 廃食用油

ビン類 ペットボトル 粗大ごみ

その他紙製容器類の一部
写真・レシート等

埋立ごみ

その他紙製容器類の一部

紙製容器包装・その他の紙類

指定ごみ袋の販売と使用時期

直接搬入について

変更ありません

有害ごみ

危険ごみ

スプレー缶

有害ごみ

危険ごみ

プラスチック類

衣類 木くず

※「木くず」は、４月以降も透明の袋または紐
で縛って出すことが可能です（長さ太さに制
限があります）。

※ ＬＥＤ電球は「燃やさないごみ」
で出してください。

使い捨てライターは有害ごみに変わります
※ 「電球・蛍光管」「水銀使用機器」「乾電池」「使い
捨てライター」はそれぞれ別の袋で出してください。

※ 資源ごみ・有害ごみ・危険ごみは、

透明な袋に入れて出してください。

※ 「粗大ごみ」の処理券は変更なく、

引き続き４月以降も利用できます。

　現在使用している生ご

み・埋立ごみの指定袋は

３月末まで販売し、５月

末までは、共に「燃やす

ごみ」の指定袋として利

用できます。

くりりんセンター（帯広市西24条北４丁目１番地）☎０１５５－３７－３５５０

開館時間　午前９時～午後５時

休館日　日曜日、海の日、体育の日、12月31日正午～１月２日

取扱いごみ　燃やすごみ、燃やさないごみ、危険ごみ、有害ごみ、粗大ごみ

処理料金　10㌔ごとに　１７０円

その他　指定袋（燃やすごみ・燃やさないごみ）、処理券（粗大ごみ）は必要ありません

銀河クリーンセンター（足寄町中足寄１２６番地）☎２９－６７００

開館時間　午前９時30分～午後４時30分（正午～午後１時は受入休止）

休館日　日曜日、第２・４土曜日、12月31日～１月３日

取扱いごみ　燃やすごみ、燃やさないごみ、資源ごみ、危険ごみ、有害ごみ、粗大ごみ

処理料金　不要です

その他　指定袋（燃やすごみ・燃やさないごみ）、処理券（粗大ごみ）が必要です

　新しい「燃やすごみ（黄

色）」「燃やさないごみ（緑

色）」の指定袋は３月か

ら販売を開始し、４月１

日から使用できます。

使い捨てライターが有害ごみに、スプレー缶が資源
ごみになります

スプレー缶のみの分別に変わります
中身を使い切り、穴は開けずに出してください

ティッシュペーパー・ガムテープ
オムツ・汚れた紙等

資源ごみ

紙製の食器・ハガキ・コピー用紙
菓子などの紙製の空き箱等

電球・蛍光管
温度計（水銀）・電池等

茶碗・包丁・スプレー缶
使い捨てライター等

生ごみ・ホタテやカキなどの貝殻

シャツ・セーター・下着

生花・割り箸

写真・レシート

ティッシュペーパー・ガムテープ

オムツ・汚れた紙等

ぬいぐるみ・消しゴム

燃えがら・長靴・輪ゴム・鞄

タッパー・ペン

歯ブラシ・プラスプーン

ビデオテープ等

商品の外装フィルム

洗剤のボトル・食品トレイ

弁当の容器・キャップ等

ぬいぐるみ・消しゴム
燃えがら・長靴・輪ゴム・鞄等

タッパー・ペン
歯ブラシ・プラスプーン

ビデオテープ等

商品の外装フィルム
洗剤のボトル・食品トレイ
弁当の容器・キャップ等

※ プラマークのついてい

ないプラスチック製品

※ プラマークのついたプ

　ラスチック製の容器や包装

※ 「プラスチック製容器包装」は、洗っ

て水切りをしてから出してください。
※ 二重袋とは、大きなごみ袋

の中にプラスチック製容器
包装の入った小さな小袋が
入っている状態です。

新しい
黄色の指定袋

新しい
緑色の指定袋

透明な袋

プラスチック製容器包装の
二重袋は収集できません！

黄色 緑色
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

安心・安全な、町づくりを

　小学生を対象としたジュニアスケート教室

（町教育委員会ほか主催、全２回）が里見が

丘スケートリンクで開催され、80人が参加し

ました。子どもたちは学年ごとに分かれて講

師から体重のかけ方や足の運び方など上手に

滑るコツを分かりやすく教えてもらいながら、

スケートを楽しみました。

上手に滑れるように
　むかしのお正月あそび２０１９（町地域子

ども会育成連絡協議会主催）がネイパル足寄

で開催され、町内の小学生や保護者ら53人が

参加しました。参加者はこま回しやけん玉、

かるたなどの昔のお正月遊びの他、輪投げや

射的などの縁日体験、マリオネットづくりな

ど楽しい１日を過ごしました。

昔の遊びを楽しむ

冬こそ博物館
　足寄動物化石博物館（澤村寛館長）で冬の

博物館（全４回）が開催され、町内外から24

人が参加しました。参加者は、雪山の中を一

生懸命に掘りながら真珠・サンゴなどが入っ

たカプセルをそれぞれ発掘した後、それらを

使ってオリジナルのペンダント作りを体験し

ました。

　防犯強化と地域安全活動の啓発を目的とし

た「歳末防犯一斉パトロール」（町防犯協会

主催、後藤次雄会長）が行われ、同協会会員

や町交通安全指導員など28人が参加しました。

出発式の後、参加者は市街地を巡回し、商店

や歩行者などに防犯啓発グッズを配布しなが

ら年末年始の防犯を呼び掛けました。

12/1
8

1/8

元気にもちつき！
　認定こども園どんぐり（佐竹桃代園長）で

餅つきが行われました。子どもたちは餅つき

の歌を歌ったり、餅に関するクイズをしたり

した後、ボランティアとして参加した斉藤井

出建設株式会社社員や保護者会会員らの協力

の下「よいしょよいしょ」と声を掛けながら

力強く餅をつきました。

1/10

1/12 町民の安全のために
　足寄消防団（奥泉圀博団長・団員１２８人）

の出初式が町民センターで行われました。 

足寄消防団本団と第１分団から第５分団の団

員、陸上自衛隊足寄分屯地の隊員らが力強く

分列行進を行い、その後の式典で奥泉団長が

「災害現場で迅速に活動できるよう、しっか

り準備することが大切」と訓示を述べました。

1/4

1/13

　書き初め大会（町教育委員会主催）が町民

センターで行われ、小学生から一般まで21人

が参加しました。参加者は講師から「大きく

元気良く」「バランスに気をつけて」などと

アドバイスを受けながら「こども」「はつ日」

「しろい雪」「新しい年」など、それぞれの

題字を力強く書き上げていました。

新年の願いを込めて 1/11

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

12/27勉強って楽しい！
　勉強を好きになるきっかけづくりと正しい

生活習慣を身に付けようと冬休みチャレンジ

クラブ（町教育委員会主催　全６回）が町民

センターで開催され、小学生39人が参加しま

した。冬休みの宿題や将棋、外国語などのカ

リキュラムが用意され、参加者は講師に教わ

りながら真剣に取り組んでいました。
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平成30年 広報あしょろこの一年

１月号

・ふるさと足寄１００年塾公開講座

・スポーツ指導員研修会

・九州大学大学院農学研究院と町

との協力協定に基づく講演会

・チャリティ健康もちつき大会

・女性のつどい

３月号

里見が丘レストハウスが完成

・交通安全祈願祭

・ジュニアスキー教室

・町民スケート大会

・ウッドキャンドルナイト

・スポーツ少年団交流会

５月号

野中正造さんギネス世界記録®「存命

中の世界最高齢の男性」に認定

・消費生活展

・入園・入学

・中山間事業パネル展

・防火パレード・街頭防火ＰＲ

７月号

スポーツキャラバン in足寄

北海道遺産「螺湾ブキ」収穫

・体育祭・運動会

・ジュニア水泳教室

・ミニふきまつり

・ラワンブキ青空教室

９月号

足寄動物化石博物館20周年記念講演

「恐竜研究最前線」

足寄ふるさと盆踊り・両国花火大会

・文化協会芸能発表会

・介護職員初任者研修

・町民ふれあいスポーツ大会

11月号

図書館「ルイカ」がオープンします

足寄高校生海外研修派遣事業

文化・スポーツ賞等表彰式

・オンネトー物語

・赤十字ふれ“愛”バザール

・北海道防災総合訓練

２月号

成人式

・総合開発審議会

・歳末助け合いカラオケチャリテ

ィーショー

・出初式

・ジュニアスケート教室

４月号

北海道日本ハムファイターズから

町に人材派遣

・卒園・卒業

・ふるさとを考える町民のつどい

・読書感想文コンクール表彰式

・防犯かるた大会

６月号

足寄ふるさと花まつり

町民ボランティアの森づくり

・足寄消防団連合演習

・交通安全教室

・春のこどもフェスティバル

・石はみがくと玉になる

８月号

足寄消防団女性消防団員結成20周年

北海道日本ハムファイターズ鎌ヶ

谷スタジアム「北海道・足寄デー」

・足寄高等学校観岳祭

・サッカー教室

・パークゴルフ大会

10月号

北海道胆振東部地震が発生し北海

道全域で停電

・千春歌唱＆ものまねのど自慢大会

・ストレッチ＆スポーツ体験教室

・どんぐり運動会

・ラリー北海道

12月号

足寄町開町１１０年記念式典

・ナイトミュージアム

・足寄中学校フランス料理体験会

・東京と足寄を結ぶふるさと会

・足小まつり

・どんぐり発表会

故

横
田
嘉
之
さ
ん

に

 

瑞
宝
双
光
章

平
成
30
年
度
総
合
開
発
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

元
足
寄
町
助

役
で
昨
年
10
月

に
亡
く
な
ら
れ

た
、
故
横
田
嘉

之
さ
ん（
83
歳
）
に

特
別
叙
勲
（
瑞

宝
双
光
章
）
が
贈
ら
れ
、
安
久
津
勝
彦
町

長
か
ら
妻
雅
子
さ
ん

に
勲
記
と
勲
章
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

横
田
さ
ん

は
、
昭
和
29
年
に
西
足
寄
町
に

奉
職
し
て
以
来
36
年
間
、
豊
富
な
経
験
と

卓
抜
な
る
識
見
を
も
っ
て
地
方
自
治
の
発

展
に
貢
献
し
、
水
道
課
長
、
産
業
課
長
、

国
保
病
院
事
務
長
、
総
務
課
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
助
役

に
就
任
以
来
、
平
成
10
年
ま
で
の
間
、
２

期
８
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
町
の

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で

の
17
年
に
わ
た
り
、
町
公
平
委
員
会
委
員

を
務
め
、
こ
の
う
ち
平
成
24
年
か
ら
平
成

30
年
ま
で
の
６
年
は
同
委
員
長
と
し
て
、

常
に
公
平
公
正
を
旨
と
し
て
職
務
に
あ
た

り
、
町
職
員
の
勤
務
条
件
の
適
正
化
等
を

図
る
な
ど
、
中
立
公
正
な
人
事
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

・
十
勝
オ
ホ
ー
ツ
ク
自
動
車
道
の
足
寄
IC

～

陸
別
小
利
別
IC

間
の
早
期
開
通
と
高
速
道

路
を
利
用
し
た
町
づ
く
り
を
行
政
で
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
佐
野
川
の
散
策
路
（
木
柵
）
の
再
整
備
を

お
願
い
し
た
い
。

・
里
見
が
丘
公
園
再
整
備
事
業
の
変
更
点
と

進
捗
状
況
を
町
民
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

・
停
電
時
に
お
け
る
井
戸
水
使
用
者
へ
の
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

・
子
育
て
支
援
を
含
め
た
雇
用
と
定
住
促
進

対
策
の
推
進
、
定
住
者
へ
の
住
宅
手
当
等

の
補
助
制
度
を
新
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
子
育
て
支
援
に
係
る
無
償
化
施
策
に
つ
い

て
、
所
得
制
限
を
求
め
る
声
も
あ
り
公
平

性
・
平
等
性
の
観
点
で
整
理
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
一
次
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
活
性
化
と
そ

れ
に
伴
う
社
会
基
盤
整
備
な
ど
、
産
業
が

衰
退
し
な
い
よ
う
な
施
策
を
お
願
い
し
た
い
。

・
災
害
時
に
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
無
電
柱
化
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
照
明
灯
が
暗

い
の
で
、
防
犯
の
観
点
か
ら
も
明
る
く
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
額
を
増
や
す
た
め
に
特
産

品
開
発
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
移
住
施
策
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
広
報
活
動
を

強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
足
寄
高
校
振
興
策
に
対
す
る
成
果
を
周
知

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
平
成
31
年
度
か
ら
ご
み
の
収
集
方
法
が
変

更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
改
め
て
資
源
集
団

回
収
奨
励
事
業
の
啓
発
を
お
願
い
し
た
い
。

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
普
及
広

報
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
発
生
に
備
え
て
町
全
体

で
の
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
町
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
る
方
を
支
援

し
、
人
員
不
足
を
解
消
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、

審
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
実
施
計
画
と
あ

わ
せ
て
、
本
年
度
以
降
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

詳
　
細

　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１　

内
線
３
１
７

　

町
で
は
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
足
寄
町
総
合
開
発
審
議
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
12
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
今
年
度
の
審
議
会
で
は
、
町
長
の
諮
問

に
応
じ
、
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
前
期
実
施
計
画
（
平
成
31
年
度
）
に
つ
い
て
審
議
し

た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
実
施
計
画
の
審
議
に
関
連
し
て
発
言
の
あ
っ
た
各
専
門
部
会
か
ら
の
意
見
・

要
望
の
要
旨
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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アンカーの須磨さん（左）と迎さん（右）

ハーモニカを演奏する小林さん

イ

ベ

ン

ト

情

報

町
図
書
館
開
館
記
念

絵
本
作
家
よ
し
な
が
こ
う
た
く
講
演
会

息
づ
か
ひ
聞
え
て
き
そ
う
帰
り
花

 
小
山
　
博
子

畑
隅
の
健
気
に
咲
き
し
帰
り
花

 
湯
浅
　
保
子

黒
土
に
小
さ
な
真
白
き
返
り
花

 
山
岸
　
清
子

手
を
つ
な
ぎ
母
子
の
歩
む
落
葉
径

 

坂
本
　
夢
乃

朝
寒
や
衿
立
て
急
ぐ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

 

吉
田
　
哲
子

風
に
舞
ふ
庭
の
落
葉
や
根
く
ら
べ

 

高
橋
と
し
子

復
興
の
土
手
の
タ
ン
ポ
ポ
返
り
花

 

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま

 
足
寄
凍
土
吟
社

俳 
句

町民文芸

　

12
月
８
日
「
足
寄
町
１
１
０
年

記
念
『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
』

公
開
録
音
」（
町
、
町
教
育
委
員
会
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
帯
広
放
送
局
ほ
か
主
催
）

が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
１
６
３
人
が
参
加
し
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
ゲ
ス
ト
に
小
林

綾
子
さ
ん
（
女
優
）
を
お
迎
え
し
「
『
お

し
ん
』
『
な
つ
ぞ
ら
』
二
つ
の
ド

ラ
マ
と
出
会
っ
て
」
と
題
し
て
、

ド
ラ
マ
撮
影
の
裏
話
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
第
２
部
の
「
ア

ン
カ
ー
を
囲
む
つ
ど
い
」
で
は
須
磨
佳
津
江

ア
ン
カ
ー
と
迎
康
子
ア
ン
カ
ー
が
当
日
に
町

内
各
所
を
取
材
さ
れ
た
内
容
を
紹
介
し
な
が

ら
、
魅
力
た
っ
ぷ
り
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
録
音
内
容
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
第
１
な
ど
で
３
月
30
日
に
全
国
放
送
さ
れ

る
予
定
で
す
。

足寄町110年記念

「ラジオ深夜便のつどい」公開録音が行われました

　

町
図
書
館
開
館
を
記
念
し
、
国
内
外
で
活

躍
す
る
絵
本
作
家
の
よ
し
な
が
こ
う
た
く
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

２
月
16
日
㈯　

午
前
10
時
～

　
　
　
　

（
開
場　

午
前
９
時
30
分
）

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容　

読
み
聞
か
せ
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
、

サ
イ
ン
会

そ
の
他　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

詳
　
細　

図
書
館　

☎

25

－

３
１
８
９

よしながこうたく
プロフィール

　18歳から作家活動をはじめ国内外でさまざ

まな媒体の仕事を手掛ける。初めての絵本「給

食番長」が人気となりシリーズ化。

　他にも「ぷっぺと銭湯おとうさん」「よう

かいガマとのシリーズ」「ぼくだってウルト

　ラマンシリーズ」などの作品を手掛ける。

阿
寒
摩
周
国
立
公
園

「
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
」
の
外
来
魚
の
根
絶
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

　

オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
は
、
阿
寒
摩
周
国
立

公
園
内
に
あ
り
、
温
泉
水
が
高
さ
約
20
メ
ー

ト
ル
か
ら
流
れ
る
滝
で
す
。
微
生
物
に
よ
る

マ
ン
ガ
ン
生
成
現
象
が
見
ら
れ
る
世
界
で
も

貴
重
な
場
所
で
す
。

　

昭
和
60
年
頃
、
左
滝
下
の
池
で
は
人
為
的

に
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
魚
（
ナ
イ
ル
テ
ィ
ラ

ピ
ア
お
よ
び
グ
ッ
ピ
ー
）
が
繁
殖
し
、
マ
ン

ガ
ン
生
成
に
必
要
な
酸
素
を
つ
く
る
藻
類
を

食
べ
る
た
め
、
問
題
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
、
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
が
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
保

護
活
動
が
本
格
化
し
、
本
来
の
姿
を
取
り
戻

す
べ
く
、
町
や
観
光
協
会
が
釣
り
ざ
お
や
魚

網
、
電
気
シ
ョ
ッ
カ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
・
取
り
組
み
に
よ
っ
て
外
来
魚
の
駆
除
が

試
み
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
温
水
が
流

れ
込
み
生
息
水
温
が
維
持
さ
れ
る
環
境
下
に

お
い
て
は
、
繁
殖
力
・
生
命
力
が
強
い
外
来

魚
を
完
全
に
駆
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

環
境
省
お
よ
び
町
教
育
委
員
会
等
は
、
平

成
25
年
度
以
降
、
捕
獲
の
ほ
か
、
温
泉
水
の

遮
断
や
冷
水
の
引
き
込
み
な
ど
の
対
策
を
施

し
、
外
来
魚
が
生
息
す
る
池
の
水
温
を
低
下

さ
せ
る
「
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
生
態
系
維
持

回
復
事
業
」
を
策
定
し
駆
除
を
実
施
し
ま
し

た
。
池
に
流
れ
る
温
泉
水
を
せ
き
止
め
な
が

ら
配
管
で
下
流
に
迂
回
さ
せ
、
近
く
の
沢
か

ら
冷
水
を
引
き
込
む
こ
と
で
、
30
度
あ
っ
た

水
温
が
14
～
18
度
に
低
下
し
外
来
魚
の
繁
殖

が
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
の
ピ
ー
ク

時
に
は
１
５
，
０
０
０
匹
以
上
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
年
々
減
少
し
、
平
成

29
年
以
降
は
確
認
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
30
年
度

オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
に
お
け
る
外
来
魚
駆
除

対
策
に
係
る
評
価
会
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

外
来
魚
の
「
根
絶
」
が
有
識
者
等
に
よ
り
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
野
外
に
定
着
し
た
ナ
イ
ル
テ
ィ
ラ

ピ
ア
お
よ
び
グ
ッ
ピ
ー
を
駆
除
に
よ
り
根
絶

さ
せ
た
事
例
は
全
国
で
初
め
て
で
す
。

詳
　
細

環
境
省
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
国
立
公
園
課

 

☎

０
１
５
４

－

32

－

７
５
０
０

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
阿
寒
湖
管
理
官
事
務
所

 

☎

０
１
５
４

－

67

－

２
６
２
４

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
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－

３
１
８
８

オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
を
訪
れ
る

 

皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
　

　

オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
で
の
魚
の
放
流
は
、

自
然
公
園
法
お
よ
び
文
化
財
保
護
法
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
者
は
法
に

基
づ
く
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
守
り
、

後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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冬
将
軍
に
負
け
な
い
 

乾
燥
の
季
節
の
ス
キ
ン
ケ
ア

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

●
あ
な
た
の
肌
は
乾
燥
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

空
気
が
乾
燥
す
る
、
こ
の
冬
の
季
節
は
皮

膚
か
ら
水
分
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
、
水
分
と

皮
脂
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
皮
膚
の
最
も
外
側
で
守

っ
て
く
れ
て
い
る
「
角
層
」
の
バ
リ
ア
機
能

が
低
下
し
皮
脂
に
よ
る
膜
も
薄
く
な
り
「
乾

燥
肌
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
な
り
ま
す
。

●
全
身
の
な
か
で
乾
燥
し
や
す
い
部
位

　

肌
の
乾
燥
が
起
こ
り
や
す
い
の
は
、
皮
脂

腺
が
少
な
く
皮
脂
の
分
泌
が
少
な
い
部
位
で
す
。

顔
の
中
で
は
、
目
や
口
の
周
囲
、
頬
、
首
は

乾
燥
し
や
す
く
、
額
や
鼻
は
皮
脂
の
分
泌
が

多
い
部
位
な
の
で
、
乾
燥
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
体
で
は
手
、
肘ひ

じ

、

膝ひ
ざ

、
脛す

ね

、
踵

か
か
と

な
ど
が

水
や
外
の
空
気
に
さ

ら
さ
れ
る
機
会
が
多

い
た
め
、
乾
燥
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

●
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
肌
が
乾
燥
し
や

す
い

　

乳
幼
児
の
皮
膚
は
大
人
に
比
べ
て
非
常
に

薄
く
て
、
皮
膚
の
構
造
が
未
熟
な
た
め
に
角

質
層
に
隙
間
が
で
き
た
り
剥
が
れ
や
す
く
、

水
分
を
保
持
す
る
機
能
が
不
十
分
で
乾
燥
し

や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
高
齢
者
は
加
齢
に
伴
っ
て
、
皮
脂
や

汗
の
分
泌
が
減
少
し
角
層
の
中
に
あ
る
細
胞

や
水
分
を
つ
な
ぎ
と
め
る
肌
の
セ
ラ
ミ
ド
が

失
わ
れ
や
す
い
で
す
。
さ
ら
に
冬
場
は
肌
着

の
す
れ
や
湿
布
、
パ
ッ
チ
な
ど
の
貼
布
薬
な

ど
の
外
部
刺
激
に
よ
り
、
乾
燥
や
痒
み
と
い

っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
肌
が
乾
燥
す
る
と
…

　

乾
燥
が
ひ
ど
く
な
る
と
「
乾か

ん

皮ぴ

症
し
ょ
う

」
に
な

り
、
指
は
カ
サ
カ
サ
、
踵
は
硬
く
カ
サ
カ
サ

に
な
り
痛
み
が
出
た
り
、
ひ
び
割
れ
や
あ
か

ぎ
れ
が
生
じ
ま
す
。
乾
皮
症
が
さ
ら
に
悪
化

す
る
と
強
い
赤
み
、
痒
み
、
水
ぶ
く
れ
状
の

湿
疹
を
伴
う
「
皮
脂
欠
乏
症
湿
疹
」
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
で
は
、
乾
燥
に
よ
り
肌
が
荒
れ
る

こ
と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
が
皮
膚
の
中
に
入

り
炎
症
が
起
こ
り
、
「
乳
児
湿
疹
」
や
「
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
」
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
高
齢
者
で
は
痒
み
を
伴
う
こ
と
が

多
い
「
老
人
性
掻そ

う

痒よ
う

症
し
ょ
う

」
や
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る

痛
み
や
ツ
ッ
パ
リ
感
を
感
じ
る
「
灼

し
ゃ
く

熱ね
つ

感か
ん

」

と
診
断
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
さ
ら
に

重
度
の
要
介
護
状
態
の
方
で
は
、
痒
み
に
よ

り
掻
き
む
し
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
傷
が
で
き
、

そ
こ
か
ら
菌
が
侵
入
し
感
染
症
を
引
き
起
こ

す
こ
と
や
、
褥

じ
ゅ
く

瘡そ
う

（
床
ず
れ
）
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
清
潔
を
保
つ
こ
と
 

　

夏
場
に
比
べ
活
動
量
が
低
下
し
や
す
い
冬

で
あ
っ
て
も
、
皮
膚
は
新
陳
代
謝
に
よ
っ
て

汚
れ
て
い
く
た
め
入
浴
や
清
拭
で
体
を
清
潔

に
保
つ
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。
熱
い
お

湯
や
強
く
洗
う
こ
と
は
避
け
、
保
湿
性
の
高

い
入
浴
剤
を
使
用
し
た
り
、
洗
浄
料
は
弱
酸

性
や
低
刺
激
性
を
選
ぶ
こ
と
や
ナ
イ
ロ
ン
タ

オ
ル
で
は
な
く
綿
タ
オ
ル
で
体
を
洗
う
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

②
素
早
く
保
湿
す
る
こ
と
 

　

入
浴
や
清
拭
後
は
す
ぐ
に
保
湿
剤
で
毎
日

ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う
。
入
浴
直
後
は
、
角
層

が
柔
ら
か
く
な
り
、
肌
の
水
分
浸
透
や
吸
収

力
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
保
湿
に
最
適
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
皮
膚
が
水
分
を
含
ん
で

い
る
入
浴
後
５
分
以
内
を
目
処
に
ケ
ア
を
し
、

水
分
を
閉
じ
込
め
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

保
湿
剤
に
は
ク
リ
ー
ム
タ
イ
プ
、
乳
液
タ
イ

プ
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
で
も
購
入
で
き
ま
す
。
肌
の
状

態
に
合
わ
せ
て
成
分
を
選
ぶ
こ
と
や
、
ク
リ

ー
ム
タ
イ
プ
が
保

湿
効
果
の
持
続
が

良
く
冬
場
に
向
い

て
い
ま
す
。
手
の

ひ
ら
で
す
り
込
ま

ず
乗
せ
る
よ
う
に

塗
り
広
げ
、
塗
っ

た
部
分
が
光
っ
て

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね30

分以内に必要なサービスが提供される

日常生活圏域（具体的には中学校区）

を単位として想定

知識の習得・向上のための研修会

足
寄
町
の
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て

　
日
本
で
は
全
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
割
合
は
、
平
成
29
年
10

月
１
日
現

在
で
27
．
７
％
、
本
町
で
は
平
成
30

年
３
月

末
現
在
で
38

．
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

の
数
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後

本
町
で
は
２
０
２
５
年
に
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
数
が
一
番
多
く
な
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計
）
。

　

高
齢
者
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
加
齢
に

伴
い
慢
性
疾
患
に
よ
る
受
診
が
増
加
す
る
ほ

か
、
複
数
の
疾
患
に
か
か
り
や
す
く
、
入
院

が
必
要
に
な
っ
た
り
、
疾
患
が
原
因
で
要
介

護
の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
国
で
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

在
宅
医
療
・
介
護
を
包
括
的
か
つ
継
続
的
に

提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」（
下

図
）
を
推
進
し
て
お
り
、
本
町
で
も
実
情
に

合
わ
せ
た
「
医
療
と
介
護
、
保
健
、
福
祉
連

携
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、
各
関
係
機
関
で

連
携
を
取
り
な
が
ら
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
・

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
の
取
り
組
み

①
自
宅
で
介
護
を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い

た
方
が
入
院
し
た
場
合
に
、
そ
の
人
が
ど
の

よ
う
に
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
た
か
、
治
療
が

終
わ
っ
て
退
院
が
近
づ
い
て
き
た
と
き
に
ど

の
よ
う
な
準
備
を
す
れ
ば
自
宅
に
ス
ム
ー
ズ

に
帰
れ
る
か
…
等
に
つ
い
て
、
本
人
の
同
意

を
得
て
、
医
療
・
介
護
等
の
関
係
者
で
情
報

を
共
有
し
、
連
携
し
て
協
議
・
対
応
し
て
い

ま
す
。

②
皆
さ
ん
の
相
談
内
容
か
ら
、
医
療
・
介
護

等
の
課
題
を
抽
出
し
、
対
応
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

③
地
域
の
医
療
・
介
護
等
の
資
源
の
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

④
町
内
各
種
団
体
の
集
ま
り
に
出
向
き
、
医

療
・
介
護
等
に
関
し
て
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
町
内
の
医
療
・
介
護
等
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
町
内
の
資
源
・
情
報
・
課
題
を
共
有
し

た
り
、
知
識
の
習
得
・
向
上
の
た
め
の
研
修

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院
、

福
祉
課
、
町
内
外
の
医
療
・
介
護
等
に
係
る

職
員
・
事
業
所
等
が
連
携
・
協
力
し
合
い
、

町
民
の
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
お
困
り
の
こ
と
が
あ

れ
ば
、
ま
ず
は
役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

役
場
福
祉
課

　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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医療 介護

地域包括ケアシステムの姿

見
え
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
が
付
く
程
度

が
塗
る
量
の
目
安
で
す
。

　

市
販
品
で
の
改
善
が
難
し
い
場
合
や
湿
疹
、

痒
み
が
あ
る
場
合
に
は
病
院
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

③
室
内
の
湿
度
を
保
つ
こ
と
 

　

冬
場
は
暖
房
器
具
を
使
う
た
め
、
室
内
が

乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
加
湿
器
や
洗
濯

物
を
干
す
な
ど
し
て
湿
度
を
40
％
以
上
に
保

つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
た
つ
や

電
気
毛
布
の
長
時
間
使
用
も
肌
の
乾
燥
を
助

長
さ
せ
、
体
温
が
上
が
る
と
痒
み
が
出
や
す

く
な
る
た
め
長
時
間
の
使
用
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

　

毎
日
の
正
し
い
ス
キ
ン
ケ
ア
で
、
残
り
の

冬
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

詳
　
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当
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住まい

生活支援・介護予防

地域包括支援センター
ケアマネジャー



消防通信　第33号

前　略

足寄消防署より

1415

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
75
回

眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る 

　
　

 

口
座
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

～
休
眠
預
金
等
活
用
法
の
話
～

　

皆
さ
ん
の
お
宅
に
は
開
設
し
た
も
の
の
、

長
年
し
ま
い
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
る
通
帳

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

結
婚
前
の
旧
姓
の
ま
ま
だ
っ
た
、
引
っ
越

し
し
た
ら
近
く
に
支
店
が
な
か
っ
た
、
ま
た

は
通
帳
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）
・
印
鑑
を

無
く
し
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
理
由
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
、
国
内
で
預
金
者
等
が
名
乗
り
を
上
げ

な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
休
眠
預
金
等
は
、

払
戻
額
を
差
し
引
い
て
も
毎
年
７
０
０
億
円

（
平
成
26
～
28
年
度
平
均
）
に
も
上
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

本
年
１
月
１
日
か
ら
、
10
年
以
上
入
金
や

出
金
と
い
っ
た
異
動
が
行
わ
れ
て
い
な
い
預

貯
金
は
「
休
眠
預
金
」
と
み
な
さ
れ
、
通
知

等
の
後
に
預
金
保
険
機
構
が
管
理
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
休
眠
預
金
は
人
口
減
少
や

超
高
齢
化
社
会
な
ど
で
生
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
解
決
の
た
め
、
民
間
公
益
活
動
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
休
眠
預
金
等
活
用
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
そ
も
そ
も
雑
学
●

　

一
般
に
、
銀
行
に
預
け
た
お
金
の
こ
と
を

「
預
金
」
と
い
い
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
や
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
（
農
業
協
同
組
合
）
に
預
け
た
お
金

を
「
貯
金
」
と
い
い
ま
す
。
預
金
は
明
治
６

年
に
当
時
の
国
立
銀
行
が
主
に
企
業
融
資
を

目
的
と
し
て
活
用
し
、
貯
金
は
明
治
８
年
に

当
時
の
大
蔵
省
が
国
の
政
策
の
た
め
に
活
用

す
る
と
い
う
目
的
で
、
国
民
に
奨
励
し
た
も

の
で
す
。
も
と
も
と
の
成
り
立
ち
や
、
運
用

方
法
が
違
っ
て
い
た
た
め
、
呼
び
方
を
変
え

て
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
異
動
っ
て
な
ん
で
す
か
？
通
帳
の
記
帳

だ
け
で
も
異
動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ

：

通
帳
の
記
帳
だ
け
で
は
異
動
し
た
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
入
金
、
出
金
の
他
、
手

形
・
小
切
手
な
ど
で
の
第
三
者
か
ら
の
支
払

請
求
な
ど
を
異
動
と
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、

金
融
機
関
に
よ
る
利
子
の
支
払
い
は
異
動
に

な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
銀
行
の
預
金
が
対
象
で
す
か
？

Ａ

：

銀
行
の
他
に
信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、

農
業
協
同
組
合
な
ど
の
金
融
機
関
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
外
国
の
銀
行
は
除
か

れ
ま
す
。
普
通
預
金
の
他
に
定
期
預
金
や
当

座
預
金
も
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
一
部
の
預

貯
金
は
除
か
れ
ま
す
。

Ｑ
：
10
年
以
上
取
引
が
な
い
と
す
ぐ
に
休
眠

口
座
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
？

Ａ

：

１
万
円
以
上
の
残
高
が
あ
る
場
合
は
金

融
機
関
か
ら
「
休
眠
預
金
等
に
係
る
通
知
」

が
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送
さ
れ
ま
す

（
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）
。
ま
た
、

２
カ
月
間
は
金
融
機
関
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
を
し
ま
す
の
で
、
10
年
以
上
取
引

な
く
経
過
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
す
ぐ
に
預

金
保
険
機
構
に
移
管
さ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
い
っ
た
ん
休
眠
預
金
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

も
預
金
者
が
取
引
の
あ
っ
た
金
融
機
関
に
請

求
す
れ
ば
い
つ
で
も
引
き
出
す
こ
と
は
可
能

で
す
。
請
求
す
る
際
は
本
人
確
認
書
類
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
（
預
金
者
が
亡
く
な
っ
て
い

る
場
合
は
相
続
人
が
請
求
で
き
ま
す
）
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
ら
新
し
い
住
所
を
金
融

機
関
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

・
複
数
の
口
座
を
持
ち
、
一
方
が
１
万
円
未

満
だ
っ
た
場
合
は
統
合
し
ま
し
ょ
う
。

参
　
考　

「
金
融
庁　

長
い
間
、
お
取
引
の

な
い
預
金
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
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細　

消
費
生
活
相
談
所
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４
１
内
線
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２

　

高
齢
者
の
事
故
の

う
ち
、
転
倒
・
転
落

に
よ
る
も
の
は
死
亡

者
数
・
救
急
搬
送
者

数
と
も
に
多
く
、
毎

年
継
続
的
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
転
倒
・
転
落
は
、
骨
折
や
頭
部

外
傷
等
の
重
大
な
傷
害
を
招
き
、
こ
れ
が
原

因
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
転
倒
・
転
落
事
故
は
、
本
人
だ
け

で
は
な
く
、
家
族
や
親
戚
、
近
隣
、
地
域
で

意
識
す
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

転
倒
・
転
落
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
次

の
３
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
生
活
環
境
を
確
認

　

生
活
環
境
を
確
認
し
、
段
差
な
ど
高
齢
者

に
と
っ
て
危
険
と
な
る
箇
所
を
減
ら
し
た
り
、

転
倒
し
て
も
大
け
が
に
至
ら
な
い
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

（
２
）
身
体
の
状
態
を
確
認

　

加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
や
転
倒
に

つ
な
が
り
や
す
い
特
定
の
疾
患
、
薬
の
副
作

用
に
よ
る
転
倒
の
可
能
性
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
い
つ
も
だ
か
ら
大
丈
夫
」
「
ま
だ
若
い
か

ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
過
信
や
油
断
は
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
本
人
だ
け
で
な
く
周

り
の
人
も
普
段
か
ら
、
身
体
の
状
態
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
転
倒
時
の
対
処
方
法
を
確
認

　

転
倒
・
転
落
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
対

処
を
し
た
ら
よ
い
か
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

家
庭
内
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
事
故
が
お
き
て

い
ま
す
！

■
階
段
・
廊
下
・
玄
関

　

・
階
段
を
踏
み
外

　
　

し
転
倒

　

・
暗
闇
で
足
元
が

　
　

よ
く
見
え
ず
転
倒

　

・
ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て
滑
り
転
倒

　

・
玄
関
で
靴
を
脱
ぐ
際
に
転
倒

■
台
所

　

・
キ
ッ
チ
ン
マ
ッ
ト
に
つ
ま
ず
き
転
倒

　

・
吊
り
棚
の
荷
物
を
取
る
と
き
踏
み
台
か

ら
転
落

■
リ
ビ
ン
グ
・
寝
室

　

・
こ
た
つ
の
コ
ー
ド

　
　

に
つ
ま
ず
き
転
倒

　

・
布
団
・
カ
ー
ペ
ッ
ト

　
　

に
つ
ま
ず
き
転
倒

　

・
ベ
ッ
ト
か
ら
転
落

■
浴
室

　

・
浴
室
に
出
入
り
時
の
段
差
で
転
倒

　

・
濡
れ
た
床
で
滑
り
転
倒

　

家
族
な
ど
高
齢
者
の
周
り
の
人
は
、
万
が

一
事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
、
迅
速
に
対
処

が
で
き
る
よ
う
次
の
３
点
に
注
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

①
状
態
を
よ
く
観
察
し
ま
し
ょ
う

　

慌
て
て
起
こ
そ
う
と
せ
ず
「
痛
み
は
あ
り

ま
す
か
？ 

」
な
ど
と
声
か
け
し
て
、
意
識

が
あ
る
か
を
確
認
し
、
痛
が
る
部
分
に
腫
れ

や
変
形
な
ど
の
異
常
が
な
い
か
、
顔
面
蒼
白

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
冷
や
汗
が
で
て
い
な

い
か
な
ど
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
救
急
車
を
呼
ぶ
か
判
断
を
迷
っ
た
ら

　

意
識
が
な
い
、
呼

吸
が
な
い
、
呂
律
が

ま
わ
ら
な
い
、
嘔

吐
し
て
い
る
、
歩

く
こ
と
が
で
き
な

い
な
ど
、
明
ら
か

に
異
常
が
あ
る
場
合
に
は
、
迷
わ
ず
１
１
９

番
で
救
急
車
を
呼
び
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
携
帯
電
話
か
ら
も
１
１
９
番
で
救
急
車

を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
時
間
が
経
っ
て
か
ら
異
常
が
で
る
場
合
も

あ
り
ま
す

　

転
倒
・
転
落
直
後
は
問
題
が
な
い
場
合
で

も
、
時
間
が
経
っ
て
か
ら
異
常
が
出
て
く
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
転
倒
後
に
立
ち
上
が
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
普
段
と
違
っ
て
歩
き

方
が
お
か
し
く
な
い
か
、
話
す
と
き
に
舌
に

も
つ
れ
が
な
い
か
な
ど
を
周
囲
の
人
が
気
に

か
け
る
よ
う
に
し
、
少
し
で
も
気
に
な
っ
た

ら
病
院
で
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

誰
し
も
歳
を
と
り
、
若
い
と
き
と
比
べ
て

身
体
の
機
能
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
日
常

生
活
の
中
で
頭
を
動
か
し
、
身
体
を
動
か
し
、

コ
コ
ロ
を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
年
齢

を
重
ね
て
も
健
や
か
で
実
り
の
あ
る
日
々
を

送
る
た
め
に
転
倒
防
止
に
つ
い
て
家
族
の
中

で
話
し
合
い
を
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

詳
　
細　

足
寄
消
防
署 

☎

25

－

２
６
１
９

み
ん
な
で
防
ご
う

高
齢
者
の
事
故

年
間
出
動
件
数 

（
１
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動 

42
件
（
13
件
増
）

火
災
出
動 

０
件
（
同　

数
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

該当するもの 該当しないもの

普通・通常預貯金 外貨預貯金

定期預貯金 譲渡性預貯金

当座預貯金 金融債（保護預かりなし）

別段預貯金
郵政民営化（２００７年10

月１日）より前に郵便局に

預けられた定額郵便貯金等

貯蓄預貯金

定期積金

相互掛金

金銭信託

（元本補填のもの）

財形貯蓄

仕組預貯金

金融債

（保護預かりもの）

マル優口座
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Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

敬
老
祝
金
の
有
効
期
限
が
満
了
し
ま
す

　

平
成
30

年
９
月
15

日
現
在
に
お
い
て
77

歳
、

88

歳
、
99

歳
の
方
を
対
象
に
、
平
成
30

年
９

月
に
お
渡
し
し
た
敬
老
祝
金
（
商
品
券
）
の

有
効
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
商
品

券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

有
効
期
限　

３
月
13

日
㈬
ま
で

詳
細　

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
１
３
６

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
申
告

　

１
月
か
ら
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
給
与

所
得
（
年
末
調
整
済
み
）
で
医
療
費
控
除
ま

た
は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄
付
金
控
除
を

適
用
し
て
申
告
す
る
方
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
専
用
画
面
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
税
務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ
る
本

人
確
認
を
行
っ
た
後
に
発
行
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
だ
け
で
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子

申
告
）
で
申
告
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
の
発
行
を
希
望
す
る
方
は
、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の
上
、

池
田
税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細　

十
勝
池
田
税
務
署

☎

０
１
５

－

５
７
２

－

２
１
７
１

働
き
方
改
革
関
連
法
の
お
知
ら
せ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
働
き
方
改
革
関
連
法
に
対
応
し
た
36

（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定
な
ど
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
厚
生
労
働
省
ま
た
は

北
海
道
労
働
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
労
働
基
準
監
督
署
労
働
時
間
相

談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
働
き
方
改
革
へ
の
取

組
み
を
始
め
と
し
た
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細　

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎

０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

平
成
31

年
度
地
域
活
性
化
活
動
助
成

の
お
知
ら
せ

　

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
と
「
第
８
期
北
海

道
総
合
開
発
計
画
」
の
推
進
に
寄
与
す
る
地

域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
道
内
の
地
域

活
性
化
に
資
す
る
民
間
主
体
の
活
動
や
取
り

組
み
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
す
る
活
動　

非
営
利
の
市
民
活
動
が

道
内
で
実
施
す
る
地
域
づ
く
り
の
企
画
、
推

進
ま
た
は
実
施
の
活
動

助
成
額　

１
団
体
当
た
り
１
件
、
70

万
円
を

限
度
と
し
て
選
考
に
よ
り
助
成
す
る

申
請
受
付
期
限　

４
月
20

日
㈯
ま
で

詳
細　

帯
広
開
発
建
設
部
地
域
振
興
対
策
室

☎

０
１
５
５

－

24

－

３
１
９
５

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ
れ

が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基

づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た

等
の
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
細　

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

償
課
☎

０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

町
補
助
職
員
登
録
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
町
補
助
職
員
登
録
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
臨
時
の
業
務
お
よ
び
緊
急
を
要

す
る
業
務
等
が
発
生
し
た
場
合
、
補
助
職
員

登
録
者
の
中
か
ら
選
考
し
、
臨
時
的
に
雇
用

し
ま
す
。

業
務
の
種
類　

①
一
般
行
政
職　

②
給
食
業

務
（
国
民
健
康
保
険
病
院
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
・
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
）　

③
介
護
業
務
（
国
民

健
康
保
険
病
院
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

④
看
護
業
務
（
国
民
健
康
保
険
病
院
・
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）　

⑤
保
育
士
業
務
（
あ

し
ょ
ろ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
）　

⑥
自
動
車
運

転
業
務
（
建
設
課
車
両
室
）　

⑦
道
路
維
持

業
務
（
建
設
課
車
両
室
）　

⑧
学
校
公
務
補

業
務
（
教
育
委
員
会
）　

⑨
公
園
清
掃
作
業
（
建

設
課
建
設
室
）

応
募
方
法　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
持
参

の
上
、
役
場
総
務
課
職
員
担
当
ま
で
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま

す
。
資
格
を
有
す
る
方
は
、
資
格
を
証
明
す

る
も
の
の
写
し
を
履
歴
書
に
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
現
時
点
で
、
①
一
般
行
政
職
（
短
期
）
②

給
食
業
務
③
介
護
業
務
に
欠
員
を
生
じ
て
い

ま
す
。
①
一
般
行
政
職
に
つ
い
て
は
、
１
～

３
月
、
４
～
６
月
等
に
短
期
の
雇
用
予
定
も

例
年
あ
り
ま
す
の
で
、
条
件
に
合
う
方
は
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

詳
細　

役
場
総
務
課
職
員
担
当

☎

25

－
２
１
４
１
内
線
３
２
３

地
域
活
性
化
施
設
入
居
者
募
集

　

道
の
駅
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
南
側
の
「
地

域
活
性
化
施
設
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
）
」

は
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
な
ら
び
に
地

域
の
商
店
・
飲
食
店
の
振
興
、
新
規
創
業
に

つ
な
げ
る
商
業
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
の
新
た
な
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
商
工
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限　

２
月
28

日
㈭

詳
細　

町
商
工
会
（
担
当

：

佐
々
木
）

☎

25

－

２
２
３
６

第
25

代
「
と
か
ち
青
空
レ
デ
ィ
」
募
集

活
動
内
容　

十
勝
の
観
光
と
物
産
Ｐ
Ｒ
の
た

め
、
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
で
の
活
動
や
メ
デ

ィ
ア
出
演
な
ど

応
募
資
格　

①
管
内
外
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
や

物
産
展
に
参
加
で
き
る
明
る
く
元
気
な
方
で
、

十
勝
管
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
女
性
（
既
婚

未
婚
問
わ
ず
）　

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許

所
持
者
で
、
活
動
に
あ
た
っ
て
職
場
や
家
族

の
了
解
を
得
て
い
る
方

応
募
期
限　

３
月
15

日
㈮
ま
で

詳
細　

十
勝
観
光
連
盟
事
務
局

☎

０
１
５
５

－
22

－

１
３
７
０

Ｈh
ttp

://to
k
a
c
h
ib

a
re

.jp

善
意
の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

町
へ

・
足
寄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
八
重
樫
明
会

長
）
か
ら
図
書
館
の
図
書
購
入
の
た
め
に

 

３
万
円

・
足
寄
信
友
会
（
石
川
勲
会
長
）
か
ら
図
書

館
の
図
書
購
入
の
た
め
に

 

２
万
円

・
十
勝
池
田
地
方
法
人
会
足
寄
地
区
会
（
新

沼
靖
典
会
長
）
か
ら

図
書
館
の
図
書
購
入

の
た
め
に

 

30

万
円

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
へ

・
町
農
業
協
同
組
合
（
新
津
賀
庸
代
表
理
事

組
合
長
）
か
ら

 

も
ち
米
（
20

㌔
）

退
職
者
（
平
成
30

年
12

月
31

日
付
）

福
井　

理
砂
（
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）

本別町から陸別町から

第42回　舞踊と民謡の祭典自然を満喫しよう

第25回　歩くスキーの集い 　恒例の「舞踊と民謡の祭典」が今年も開催さ

れます。文化にたしなむ各種団体の皆さんが一

堂に会し、日ごろの成果を披露。舞踊やフラダ

ンスのほか、三味線や民謡など自慢の喉を披露

する華やかな舞台となります。今年も交流枠と

して足寄町文化協会加盟団体の出演を予定。皆

さんのご来場をお待ちしています。

日　時　２月24日㈰　午後１時開演

場　所　中央公民館大ホール

詳　細　本別町中央公民館内文化振興担当

　　　　☎２２－５１１１

　暖かい春の陽射しを受けながら、日産自動車

テストコースを歩くスキーで楽しんでみませんか。

日　時　　３月10日㈰　午前９時40～

場　所　　日産自動車㈱北海道陸別試験場

定　員　　１００名

参加料　　１人　１，０００円（予定）

申込期限　　２月28日㈭

詳細・申込み　陸別町教育委員会

　　　　　　　☎２７－２１２３

ご
寄
付
・
ご
寄
贈

町
職
員
人
事

募
　
集
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☆インフルエンザが猛威を振るっ

ています。感染した人の飛沫に

は、大量のインフルエンザウイ

ルスが含まれているので、それ

を浴びて吸い込むと、鼻やのど

からウイルスが入り込んで感染

します。

☆体調に不安がある場合は人混み

を避けるほか、外出後は手洗い

とうがいをしましょう。患者は

無理せずにゆっくり休むことが

感染拡大の防止につながります。

☆平成30年12月末の住民基本台帳

人口をお知らせします。

　　人　口　６，９２３人

　　　男　　３，３８０人

　　　女　　３，５４３人

　　世　帯　３，５１７世帯

今月の表紙

　１月13日㈰に行われた「平成31年足寄町成

人式」でのスナップです。

 （⇒２・３ページ）　

ひとのうごき

１月末の住民基本台帳

人　口　　６，９１５　人　（－８)

　男　　　３，３７６　人　（－４)

　女　　　３，５３９　人　（－４)

世　帯　　３，５０７世帯（－10)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

星崎　希
のぞ

実
み

ち
  ゃ
   ん

 （平成29年２月20日生まれ）

　食べることが大好き！泣き顔

もたちまちゴキゲンになっちゃ

うの嗣遊びのマイブームはメカ

いじり。最近は電話に夢中！12

月に妹が生まれ、お姉ちゃんに

なりました嗣 康弘・昌子さんの子

 （下愛冠）
小泉　武

む

蔵
さし

ち
  ゃ
   ん

 （平成29年１月１日生まれ）

　我が家の大きな三男坊。よく

食べよく泣きよく叫び、兄達の

真似をしてやる事は一丁前。抱

っこは重いけど、もうしばらく

めんこい甘えん坊ちゃんでいて

ね。 智英・礼子さんの子

 （郊南）

竹本　怜
れい

生
な

ち
  ゃ
   ん

 （平成29年４月19日生まれ）

　お姉ちゃん、お兄ちゃんと一

緒に遊ぶのが大好き。いつもニ

コニコして家族みんなを幸せな

気持ちにしてくれる怜生。沢山

笑って元気に育ってね！

 尚史・泰葉さんの子

 （南１条４丁目）


